
 

 

  

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
ことばや思いをつなぎ合う児童を育成するために、育成を目

指す（教科横断的な）資質・能力を「言語能力」と定め、重点目

標も「読み取る力（知識・技能）」「伝え合う力（思考力・判断

力・表現力等）」「よりよい人間関係を築く力（学びに向かう力、

人間性等）」と、ことばや思いを意識しながら定めたことで、構

造的な目標設定となっています。 

注目すべき点は、毎月の全学年の単元テスト等を細かく分析

を行い、教職員の実践が子ども達にどれだけ定着したかを数値

化することで、支援をする子どもを明確にしたり、翌月の取組

指標の設定に生かしたりしていることです。 

今後は、訪問の際に行ったような「言語能力」等について、全職員で協議をすることを通し

て、より具体的な目標としてみてはいかがでしょうか。「言語能力」における共通理解がすすめ

ば、重点的取組の目的がより明確になることで、具体的な取組は担当者や児童会にも任せるこ

とができ、それぞれの当事者意識が高まると思いました。 

授業から学ぶ 

学校をあげて、言語活動をとおして、ことばや思いをつなぎあう児童の育成を目指している

ので、それぞれの授業において、学び合いや発表の場を設けていました。 

今後は、指導案の「めあて」については、本時で目指す「活動のゴールの姿」や「ゴールと

それまでの道筋」となることを確認したり、「振り返り」は教師が願う具体的なゴールの姿を

「子どもを主語」で表してみたりしてはいかがでしょうか。そして、互見授業等で教師が考え

た「振り返り」と子どもが実際に書いたものとの違いや、「めあて」との連動、評価規準との整

合性について協議することで、授業改善がより推進されると思いました。 
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